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論文の審査結果の要旨
本論文はエナミンの選択的酸化反応，わよび、環状アリルアルコールのエポキシ化の立体選択性につ
いて研究したものである。炭素・炭素二重結合の酸化開裂への選択性に関して銅ハロゲン化物による
エナミンの酸素酸化を生成物分布，速度論の観点から，その反応機構を検討した。また環状アリルア
ルコールのヒドロ過酸化物一パナシウム触媒系によるエポキシ化の立体化学を検討し，有機過酸の場
合とは対照的に一貫して高い cis-配向性を示すことを明らかにした。更にシクロプロピルアミンの銅
触媒酸素酸化による新規な環拡大エポキシケトンの生成反応，また環状オレフィン，環状ジエンの低
原子価パナジウム触媒による立体選択的cisーエポキシルアルコールの生成反応を開発した。よって本
論文は学位論文として価値あるものと認められる。
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